
NO.

294
2021.7.9

江東区地域振興部
文化観光課文化財係
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村（
城
東
）と
町（
深
川
）

江
東
区
の
歴
史
を
語
る
と
き
、「
埋
め
立

て
」や「
水
運
」、「
村
と
町
」な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
浮
か
び
ま
す
。
ど
れ
を
取
っ
て
も
区
の

歴
史
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
重
要
で
、

こ
れ
ま
で
本
誌
で
も
何
度
と
な
く
取
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
「
村

と
町
」
を
取
り
上
げ
、
あ
ら
た
め
て
城
東
と

深
川
の
異
な
っ
た
地
域
性
に
つ
い
て
、
少
し

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
区
は
、
現
在
で
も
区
の
西
側
を
深
川
、

東
側
を
城
東
と
地
域
名
で
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
22
年
（
1
9
4
7
）

に
江
東
区
が
成
立
す
る
前
の
区
の
呼
称
に

由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
深
川
地
域

は
、
江
戸
時
代
以
来
「
深
川
」
の
地
域
名
の

も
と
町
場
を
形
成
し
た
こ
と
か
ら
、
明
治
11

年
（
1
8
7
8
）に「
深
川
区
」が
成
立
。
一

方
、
農
村
地
帯
の
城
東
地
域
は
、
江
戸
時
代

の
町
や
村
が
東
京
府
南
葛
飾
郡
に
属
し
、
の

ち
亀
戸
村
・
大
島
村
・
砂
村
に
再
編
、
さ
ら

に
各
村
は
町
へ
と
変
遷
を
遂
げ
、
昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）
に
「
城
東
区
」
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
は
、
昭
和
30
年
頃
の
城
東
地
域
の

風
景
で
す
。「
東
京
都
特
産
砂
村
葱ね

ぎ

採
種
場
」

の
文
字
は
、
農
村
を
形
成
し
た
こ
の
地
域
に

お
い
て
、
特
産
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
砂
村
葱

の
採さ

い

種し
ゅ

が
、
こ
の
当
時
に
至
る
も
い
ま
だ
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

○江東区の村と町
○城東の村を歩く⑬
大塚・中田・太郎兵衛新田

○鋳物師の世界を読み解く
釜屋と上大島町

○江東歴史紀行
水泳上覧と深川佐賀町河岸通り

○史料紹介
絵葉書はウソをつく３

○令和２年度文化財講演会
芭蕉と江戸

○城東の村を歩くミニ
ここにも抱屋敷が

○令和２年度寄贈資料紹介
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今
回
は
、
大
塚
・
中
田
・
太
郎
兵
衛
の
各

新
田
村
を
「
歩
い
て
み
た
い
」
と
思
い
ま
す
。

そ
の
場
所
は
、
現
在
の
東
砂
3
〜
5
、
北
砂

7
付
近
に
あ
た
り
、
東
に
中
川
が
流
れ
、
周

辺
に
は
八
郎
右
衛
門
新
田
、
亀
高
村
、
荻
新

田
、
又
兵
衛
新
田
な
ど
、
複
数
の
新
田
村
が

入
り
組
ん
で
存
在
し
て
い
ま
し
た
（
図
）。

こ
の
3
ヶ
村
に
つ
い
て
『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』（
以
下
『
風
土
記
稿
』）
と
『
東
京

府
志
料
』（
以
下
『
志
料
』）
か
ら
見
た
い
と

思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、『
風
土
記
稿
』
は
、

武
蔵
国
の
村
々
が
そ
れ
ぞ
れ
書
き
上
げ
た
村

の
概
要
を
、
幕
府
が
編へ

ん

纂さ
ん

し
た
地
誌
で
、
文

政
11
年（
1
8
2
8
）に
成
立
し
ま
し
た
。『
志

料
』
は
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）
4
月
に
陸

軍
省
の
要
求
か
ら
、
東
京
府
が
調
査
編
纂
し

た
地
誌
で
す
。
そ
の
た
め
、
両
書
は
、
史
料

が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
江
戸
近
郊
の
村

を
調
べ
る
う
え
で
、
そ
の
様
子
を
知
る
手
が

か
り
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

村
の
概
要

『
風
土
記
稿
』
を
見
る
と
、
こ
の
付
近
の

村
に
は
開
発
者
の
名
前
を
付
け
た
村
が
多
い

よ
う
で
、
3
ヶ
村
の
う
ち
太
郎
兵
衛
新
田
も

「
開
発
人
の
名
を
以
て
村
名
に
せ
し
と
云い

う

」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
が
成
立
す
る
と
鎮ち

ん

守じ
ゅ

が
勧
請
さ

れ
、
祭
礼
な
ど
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
大
塚
新
田
は「
神
明
社
」（
天

祖
神
社
、
東
砂
4
―
2
）、
中
田
新
田
は
「
稲

荷
社
」（
中
田
稲
荷
神
社
、
東
砂
5
―
4
）、

太
郎
兵
衛
新
田
は
「
稲
荷

社
」（
生
田
神
社
、
東
砂

3
―
17
）
で
し
た
。

村
の
内
容
で
興
味
深
い

の
は
、「
小こ

名な

」（
村
の
小こ

字あ
ざ

）
の
記
述
で
す
。
大
塚

は
「
屋
敷
添
」、
中
田
は

「
屋
敷
添
」「
表
耕
地
」「
裏

耕
地
」、太
郎
兵
衛
は
「
屋

敷
添
」「
七
軒
」
と
あ
り
、

い
ず
れ
の
村
に
も
「
屋
敷

添
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
小
名
は
3
ヶ
村

に
広
が
り
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
中
田
新
田
と
太
郎
兵
衛
新
田
は
、

領
主
（
幕
府
）
の
法
令
な
ど
を
木
板
に
記
し

て
周
知
す
る
高こ

う

札さ
つ

場ば

が
両
村
共
用
で
、
周
辺

の
荻
新
田
と
又
兵
衛
新
田
、
久
左
衛
門
新
田

と
治
兵
衛
新
田
も
同
様
で
し
た
。
通
常
、
一

村
ご
と
に
表
示
さ
れ
る
村
高
（
村
の
農
業
生

産
高
）
も
太
郎
兵
衛
新
田
は
中
田
新
田
に
含

ま
れ
、
荻
・
又
兵
衛
、
久
左
衛
門
・
治
兵
衛

も
両
村
一
体
で
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
耕
地

次
に
、
農
業
生
産
の
場
で
あ
る
村
の
耕
地

に
つ
い
て
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
史
料
が
見

当
た
ら
な
い
た
め
、『
志
料
』
か
ら
そ
の
概

要
を
見
て
い
き
ま
す
（
表
）。

ま
ず
、
田
畑
に
つ
い
て
は
、
周
辺
も
含
め

田
に
較
べ
て
畑
が
多
い
土
地
柄
で
し
た
。
し

か
し
、
遠
浅
の
海
を
埋
め
立
て
、
成
立
し
た

新
田
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
米
の
生

産
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
で
き
ま
す
。

中
田
新
田
は
少
な
い
で
す
が
、
大
塚
新
田
で

2
町ち

ょ
う

2
反た

ん

余よ

、
太
郎
兵
衛
新
田
で
7
町
3
反

余
あ
り
ま
し
た
。『
江
東
区
民
俗
調
査
報
告

書
』（
1
9
9
2
・
9
3

、
以
下
『
報
告
書
』）

に
は
、大
正
6
年
（
1
9
1
7
）
の
津
波
（
高

潮
、
筆
者
注
）
で
田
圃
に
塩
水
が
浸
水
し
、

米
が
収
穫
で
き
な
く
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

畑
で
は
、
い
ず
れ
の
村
で
も
胡き

ゅ

瓜う
り

・
茄な

子す

・
葱ね

ぎ

を
は
じ
め
、
こ
の
付
近
の
特
産
物
と

も
い
え
る
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
深
川
区
史
』

（
1
9
5
7
）に

は
、
言
い
伝
え

と
し
て
寛
文
年

間（
1
6
6
1

〜
）に
中
田
新

田
の
松
本
久

四
郎
が
促そ

く

成せ
い

栽さ
い

培ば
い

を
考
案

し
た
と
あ
り

ま
す
。寛
政
年

間（
1
7
8
9

〜
）と
の
説
も

あ
る
よ
う
で
す

が
、
寛
文
頃
に

は
季
節
前
の
野

菜
が
食
前
に
供

さ
れ
た
た
め
、

季
節
前
の
出
荷

を
幕
府
が
法
令

で
規
制
し
た
よ

う
で
す
。

明
治
に
な
る
と
、
砂
村
の
地
先
で
海
苔

養
殖
が
は
じ
め
ら
れ
、
こ
の
付
近
の
農
家
の

多
く
が
従
事
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
農
業

と
海
苔
養
殖
を
兼け

ん

業ぎ
ょ
うす

る
一
方
、『
報
告
書
』

に
は
、
1
面
の
写
真
に
見
ら
れ
る
葱
種
が
よ

く
売
れ
た
と
の
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

深川十万坪より中川海手迄（部分、天保11年、1840）
国立国会図書館デジタルコレクション

表　各新田村の田畑面積、家数・人口、物産
村名 田畑面積 家数・人口 物産

大塚新田 田地：2町 2反 2畝 10 歩
畑地：8町 7反 6畝 14 歩

14 軒（15 軒）
75 人

米・大麦・小麦・大豆・小豆・
大角豆・胡瓜・茄子・葱ほか

中田新田 田地：1反 6畝
畑地：6町 0反 6畝 7歩

18 軒（13 軒）
119 人

米・大麦・小麦・大豆・小豆・
大角豆・胡瓜・茄子・葱ほか

太郎兵衛新田 田地：7町 3反 2畝 21 歩
畑地：10 町 2反 2畝 26 歩

23 軒（25 軒）
130 人

米・大麦・大豆・小豆・大角豆・
胡瓜・葱ほか

人口・物産：明治5年、田畑坪数：明治6年時の数値（明治初年『東京府史料』）
家数の（　　）は、文政11年『新編武蔵風土記稿』の記載

小名木川

境川

中 

川

太
郎
兵
衛
新
田

大
塚
新
田 中

田
新
田
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は
じ
め
に

今
回
は
、
上
大
島
町
と
釜
六
・
釜
七
の
関
係

に
つ
い
て
、
釜
七
家
を
継
承
し
た
釜
浅
家
に

伝
わ
る
史
料
を
中
心
に
お
話
し
て
参
り
ま
す
。

大
島
村
に
つ
い
て

『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』
に
よ
る
と
、
大

島
村
の
名
称
は
「
元
禄
郷
帳
」
の
記
載
が

初
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
書
と
『
御ご

府ふ

内な
い

備び

考こ
う

』
に
よ
れ
ば
、
同
村
は
明
暦
3
年

（
1
6
5
7
）
当
時
、
小
名
木
川
沿
い
に
居

住
し
て
い
た
農
民
が
、
店
舗
を
立
て
商
業
を

営
み
、
幕
府
の
代
官
伊
奈
半
十
郎
に
よ
る

支
配
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
宝
永
3
年

（
1
7
0
6
）に
は
、「
御
府
内
町
並
」と
な
り
、

以
降
、
土
地
は
代
官
、
人
は
町
奉
行
の
支
配

を
受
け
る
「
両
支
配
」
と
な
り
ま
し
た
。

『
葛
西
志
』
に
よ
る
と
、
同
村
は
も
と
も
と

田
園
が
広
が
る
地
帯
で
し
た
が
、
年
を
追
う

ご
と
に
商
業
が
盛
ん
と
な
り
、
小
名
木
川
沿

い
の
一
部
が
町
場
化
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
変
遷
を
経
て
、
大
島
村
の
内
、
五

ノ
橋
通
り
を
境
と
し
て
、
西
を
上
大
島
村
、

東
を
下
大
島
村
と
称
し
、
宝
永
3
年
以
降
、

町
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
「
上

大
島
町
」
の
項
目
に
は
、
旧
家
と
し
て
釜
六
・

釜
七
が
立
項
さ
れ
て
い
ま
す
。

釜
六
・
釜
七
の
江
戸
出で

職じ
ょ
く・

出
店

初
代
釜
七
田
中
知
次
の
四
男
で
蕉
門
の
俳

人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
田
中
千
梅
（
知
義
）

に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
深
川
金
屋
之
興
並
芝

店だ
な

之
由
緒
」（
以
下
、「
由
緒
」）
に
は
、釜
六
・

釜
七
が
江
戸
へ
出
職
・
出
店
す
る
経
緯
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、「
由
緒
」
に
基
づ

い
て
、
ま
と
め
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

寛
永
17
年
（
1
6
4
0
）、
釜
七
は
、
既

に
美
濃
国
（
現
岐
阜
県
）
で
出
店
し
て
い
た

次
兄
佐
次
兵
衛
と
相
談
の
上
、
と
も
に
江
戸

へ
出
て
出
店
す
る
こ
と
を
決
め
、
当
初
、
芝

海
手
（
現
港
区
田
町
）
に
店
を
構
え
ま
し
た
。

当
時
は
、
佐
次
兵
衛
が
店
の
経
営
、
釜
七
が

製
造
を
担
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

江
戸
下
向
か
ら
十
年
過
ぎ
た
後
、
釜
七
は

母
方
の
従
弟
安
左
衛
門
（
初
代
釜
六
）
を
呼

び
寄
せ
、
と
も
に
製
造
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
頃
、
製
品
の
出
来
が
悪
く
な
り
、

経
営
状
態
が
悪
化
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、「
此こ

の
所
を
仕し

舞ま

ひ
、
在ざ

い

所し
ょ

に
上
る
よ
り

も
外
な
し
」
と
、
廃
業
し
て
出
生
地
の
辻
村

（
現
滋
賀
県
栗
東
市
）
に
戻
る
こ
と
を
考
え
る

程
と
な
り
ま
し
た
が
、
折
し
も
明
暦
の
大
火

（
1
6
5
7
）
後
の
、
鍋
釜
の
特
需
に
の
っ
て

経
営
状
態
は
好
転
し
た
と
あ
り
ま
す
。

万
治
元
年
（
1
6
5
8
）、
鋳
造
所
の
近

隣
で
出
火
が
あ
っ
た
際
に
は
、
釜
七
の
鋳
造

所
が
火
元
と
し
て
疑
わ
れ
ま
し
た
。
ま
も
な

く
疑
い
は
晴
れ
ま
し
た
が
、「
次
第
に
町
内

家
た
ち
こ
み
、
火
の
用
心
こ
こ
ろ
障さ

わ

り
な
り

け
れ
ば
」
と
町
場
化
が
進
み
家
屋
が
建
ち
込

ん
だ
結
果
、
火
事
が
起
き
た
際
の
被
害
の
懸

念
も
あ
り
、「
高
縄（

輪
）

」（
現
港
区
高
輪
）
に
移

転
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

釜
六
・
釜
七
と
上
大
島
町

こ
の
間
、
釜
六
は
、「
教
意
様
仰
せ
に
、

安
左
衛
門
に
金
屋
道
具
買
ひ
求
め
と
ら
せ

し
」
と
、
釜
七
（
教
意
）
の
命
に
よ
っ
て
、

本
所
回え

向こ
う

院い
ん

（
現
墨
田
区
両
国
）
裏
で
商
売

を
営
ん
で
い
た
大
坂
出
身
の
吹
屋
九
郎
兵
衛

の
廃
業
に
よ
っ
て
不
用
と
な
っ
た
道
具
類
を

買
い
取
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
芝
の
金
屋
へ
土
・
わ
ら
縄
・
俵
・

様
々
な
物
入
れ
て
、
毎
事
来
り
、
廿
ヶ
年
の

知
音
な
り
け
る
」
と
、
芝
の
鋳
造
所
に
資
材

を
納
入
し
て
い
た
二
十
年
来
の
付
き
合
い
に

な
る
五
本
松
（
現
猿
江
）
の
百
姓
「
次
良（

郎
）
左

衛
門
」
の
屋
敷
地
を
買
い
取
っ
て
鋳
造
所
を

構
え
独
立
し
た
と
し
ま
す
。

万
治
2
年
（
1
6
5
9
）、
釜
七
も
次
良（

郎
）

左
衛
門
の
土
地
の
西
隣
の
庄
左
衛
門
の
土
地

を
購
入
し
て
、
鋳
造
所
を
「
高
縄（

輪
）

」
か
ら
移

転
し
た
と
し
ま
す
。
貞
享
年
間
（
1
6
8
4

〜
8
8
）
に
は
、
釜
七
は
次
良（

郎
）

左
衛
門
の
東

に
あ
っ
た
伏
見
屋
喜
左
衛
門
の
屋
敷
、
さ
ら

に
釜
六
は
「
け
い
て
ん
」
と
い
う
医
者
の
屋

敷
を
購
入
し
、
鋳
造
所
を
拡
張
し
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

「
由
緒
」
の
記
載
で
興
味
深
い
の
は
、
芝

に
鋳
造
所
が
あ
っ
た
頃
よ
り
、
五
本
松
の
治

良
左
衛
門
か
ら
、
鋳
造
に
必
要
な
資
材
を
得

て
、
や
が
て
こ
の
縁
で
土
地
を
購
入
し
た
点

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
芝
に
出
店
以
降
、
釜

六
と
釜
七
は
、
上
大
島
町
付
近
と
の
つ
な
が

り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

釜
六
・
釜
七
が
あ
ら
た
に
鋳
造
所
を
設
け

た
深
川
上
大
島
町
の
地
に
つ
い
て
釜
七
は
、

「
土
地
・
船
勝
手
と
も
に
成な

る

程ほ
ど

後
々
ま
て
宜

し
き
居
住
の
地
」
と
小
名
木
川
に
面
し
て
営

業
に
適
し
た
土
地
と
評
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
明
暦
大
火
以
降
の

当
該
地
域
の
開
発
と
万
治
2
年
（
1
6
5
9
）

の
小
名
木
川
・
横
十
間
川
の
開
削
と
の
関
わ

り
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

「寛政四年分間江戸大絵図」部分
（国立国会図書館デジタルコレクション）

小名木川

釜屋

横
十
間
川



水
泳
上
覧
と
深
川
佐
賀
町
河
岸
通
り

水
泳
上
覧
と
深
川
佐
賀
町
河
岸
通
り

江
東
歴
史
紀
行

江
東
歴
史
紀
行

4

将
軍
家
慶
の
御
成

弘こ
う

化か

2
年（
1
8
4
5
）6
月
、佐さ

賀が

町ち
ょ
う（

佐

賀
1
、
2
）
前
の
大
川
（
隅
田
川
）
で
近
日

中
に
催も

よ
お
さ
れ
る
御お

徒か

士ち

方か
た

の
水
泳
を
将
軍
家い

え

慶よ
し

が
ご
覧ら

ん

に
な
る
こ
と
が
町
へ
伝
え
ら
れ
ま

し
た
（「
御
成
一
件
」
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
）。
今
回
の
様
に
身
分
の
高
い
人
が
外
出

す
る
こ
と
を
「
御お

成な
り

」
と
言
い
ま
す
。

家
慶
の
事じ

蹟せ
き

を
ま
と
め
た
「
慎し

ん

徳と
く

院い
ん

殿で
ん

御ご

実じ
っ

紀き

」巻
9
の
弘
化
2
年
7
月
18
日
条
に「
大

川
の
ほ
と
り
へ
成
ら
せ
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
浜

園
に
成
ら
せ
ら
る
」
と
あ
り
、
家
慶
は
大
川

に
や
っ
て
来
て
、
そ
の
後
に
浜
御
殿
（
中
央

区
浜は

ま

離り

宮き
ゅ
う

庭
園
）
に
赴お

も
む

い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
こ
れ
が
今
回
の
水
泳
上じ

ょ
う

覧ら
ん

に
関
わ
る

も
の
か
確
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
可
能
性
は
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

佐
賀
町
河
岸
通
り
の
様
子

さ
て
、
水
泳
上
覧
に
あ
た
っ
て
、
佐
賀

町
は
永
代
橋
よ
り
中な

か

之の

橋は
し

ま
で
の
お
よ
そ

2
0
0
間け

ん

（
約
3
6
4
m
）
に
わ
た
る
河か

岸し

通
り
に
お
い
て
人
払
い
を
行
う
よ
う
に
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
名
主
ら
は

人
払
い
の
取
計
ら
い
方
法
を
6
月
28
日
に
回

答
し
て
い
ま
す
。

そ
の
回
答
書
に
よ
る
と
、
大
川
の
岸
よ
り

往お
う

還か
ん

ま
で
の
河
岸
行
き
約
8
〜
9
間
ほ
ど
の

河
岸
通
り
に
は
家か

作さ
く

が
建
て
込
ん
で
い
る
と

あ
り
ま
す
。

河
岸
通
り
の
様
子
に
つ
い
て
、
宝ほ

う

暦れ
き

10
年

（
1
7
6
0
）
時
点
を
描
い
た
「
深
川
佐
賀
町

惣そ
う

絵え

図ず

」（
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
、
本
誌

2
8
5
号
掲
載
）を
見
る
と
、び
っ
し
り
と「
河

岸
屋や

鋪し
き

」
が
並
ん
で
い
て
、
河
岸
行
き
も
8

〜
9
間
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

2
8
5
号
に
掲
載
し
た
記
事
「
深
川
佐
賀
町

河
岸
の
風
景
」
で
は
、
図
2
な
ど
も
考
え
合

わ
せ
て
、
河
岸
通
り
に
は
貸か

し

蔵ぐ
ら

が
建
ち
並
ん

で
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
払
い
の
対
象
と
な
っ

た
の
が
河
岸
通
り
に
あ
る
「
河
岸
町
家
」（
図

1
網
か
け
部
分
）
の
住
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

河
岸
通
り
に
貸
蔵
が
び
っ
し
り
と
建
っ
て
い

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
改
め
る
必
要
が
あ
る

よ
う
で
す
。
参
考
程
度
で
す
が
、
図
2
の
河

岸
通
り
を
見
る
と
、
黒
く
そ
び
え
立
つ
火ひ

の

見み

櫓や
ぐ
らた
も
と
の
下し

も

之の

橋は
し

近
く
に
二
階
家
が
何

棟
か
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

人
払
い
の
方
法

佐
賀
町
で
は
、
河
岸
通
り
町
家
の
人
払
い

を
次
の
よ
う
な
段
取
り
で
行
う
と
し
て
い
ま

す
。ま

ず
、
町
家
の
住
人
は
、
上
覧
前
夜
の
真

夜
中
12
時
ま
で
に
、
町
役
人
の
立
合
の
も
と

で
火
の
元
を
確
認
し
ま
す
。
家
族
は
残
ら
ず

他よ

所そ

へ
移
し
、
本
人
は
往
還
を
隔へ

だ

て
た
町
家

に
待た

い

機き

し
て
、
夜
中
は
御
徒
士
方
と
役
人
た

ち
が
到
着
す
る
ま
で
時
々
河
岸
通
り
町
家
の

見み

廻ま
わ

り
を
行
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
警け

い

固ご

役

の
御
徒
士
が
来
た
ら
退
出
し
て
、
人
払
い
が

完
了
す
る
と
い
う
次
第
で
し
た
。
御
徒
士
方

が
何
時
に
到
着
す
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、

徹て
つ

夜や

覚
悟
の
計
画
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

役
人
の
下
宿

水
泳
上
覧
に
関
わ
っ
て
、
水
泳
を
す
る
御

徒
士
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
頭か

し
ら

や

同ど
う

僚り
ょ
うた

ち
、
普ふ

請し
ん

方か
た

、
警
固
役
の
御
徒
士
、

そ
し
て
御お

船ふ
な

手て

組ぐ
み

の
人
た
ち
が
町
に
や
っ
て

来
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
の
居
場
所
が
必
要

と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
町

で
は
、
彼
ら
の

下
宿
先
と
し
て

佐
賀
町
で
23

軒
、
相あ

い

川か
わ

町
ち
ょ
う

（
永
代
1
）
で

3
軒
、
さ
ら
に

冨と
み

吉よ
し

町ち
ょ
うの

寺
院

（
正

し
ょ
う

源げ
ん

寺じ

、
永

代
1
）を
選
び
、

上
覧
前
夜
に
準

備
す
る
手
は
ず

と
し
ま
し
た
。

佐
賀
町
で
下

宿
先
と
さ
れ
た
の
は
、
河
岸
通
り
よ
り
往
還

を
隔
て
た
町
家
で
し
た
が
（
図
1
）、
並
び
の

町
家
と
共
に
人
払
い
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
町
で
は
「
常つ

ね

之の

御お

成な
り

之の

節せ
つ

之の

通と
お
り」

と
承
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回

の
様
な
人
払
い
を
と
も
な
う
御
成
は
特
別
な

こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員

栗
原

修
）図2　佐賀町と大川　※『菓子話船橋』（天保12年・1841、江東区教育委員会所蔵）

橋は、左から中之橋、下之橋、永代橋。下之橋の北詰には火の見櫓。

図1　佐賀町河岸と水泳場所
※「御成一件」（国立国会図書館所蔵、請求番号810-26）所収図をトレース

下
之
橋

中
之
橋
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同断
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佐賀町町家人拂不仕候

佐賀町河岸

町家人拂不仕（候）

永
代
橋

大川



絵
葉
書
は
ウ
ソ
を
つ
く 

3

〜
『
絵
葉
書
で
見
る
江
東
百
景 

大
洪
水
』番
外
編
②
〜

資料
紹介

5

前
号（
№
2
9
3
）に
続
き
、『
絵
葉
書
で

見
る
江
東
百
景　

大
洪
水
―
明
治
43
年
8
月

―
』を
編
集
す
る
際
に
対
象
外
と
な
っ
た
明

治
43
年（
1
9
1
0
）8
月
の
水
害
に
関
す
る

絵
葉
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。今
回
は
前
号
と

は
違
い
、
同
一
地
点
を
色
々
な
方
向
か
ら
撮

影
し
た
写
真
を
使
用
し
た
絵
葉
書
で
す
。

絵
葉
書
の
タ
イ
ト
ル
に
見
え
る
地
名
で
す

が
、
①
は「
深
川
東
京
紡ぼ

う

績せ
き

会
社
付
近
」（
東

大
工
町
40
、
現
白
河
3
丁
目
）、
②
は「
深
川

区
内
」、
③
は「
深
川
猿
江
町
」、
④
は「
本
所

柳や
な
ぎ
わ
ら
ち
ょ
う

原
町
」、
⑤
は「
本
所
柳
原
町
通
り
」と
印

字
さ
れ
て
い
ま
す
。当
係
で
所
蔵
し
て
い
な

い
も
の
で
は
、
管
見
の
限
り
3
点
が
確
認
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ「
本
所
菊
川
町
」（
⑥
）、「
本

所
向
柳
原
付
近
」（
⑦
）、「
本
所
押
上
」（
⑧
）

と
印
字
さ
れ
て
い
ま
す（
⑥
〜
⑧
の
画
像
は

な
し
）。

絵
葉
書
に
見
え
る
情
報

②
の
右
手
前
に
み
え
る
和
船
に
は
、
提ち

ょ
う

灯ち
ん

の
ほ
か
に
「
深
川
浜
／
中
嶋
町
／
有
志
／

救
助
舟
」「
水
」
と
書
か
れ
た
布
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
②
の
左
手
奥
の
陸
軍
の
鉄
船

に
も
「
水
」
と
書
か
れ
た
布
が
見
え
る
こ
と

か
ら
、
い
ず
れ
も
給
水
船
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
②
の
和
船
は
①
の
右
手
前
、
③

の
中
央
奥
と
同
じ
船
で
す
。
な
お
、
③
奥
の

板
塀
に
は
「
臨
時
／
給
水
場
所
」
と
書
か
れ

た
布
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

場
所
に
給
水
船
が
集
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ち
な
み
に
、中
嶋（
島
）町
を
含
む
深
川
浜

14
か
町
の
有
志
は
菊
川
橋
付
近
で
救
援
活
動

を
行
っ
た
こ
と
が
新
聞
記
事
に
み
え
ま
す
。

①
〜
③
・
⑥
に
み
え
る
奥
の
瓦
屋
根
の
建

物
の
壁
に
は
、「
入
園
幼
児
募
集
／
東と

う

川せ
ん

幼
稚

園
」と
書
か
れ
た
貼
紙
が
見
え
ま
す
。東
川
幼

稚
園
は
、
東

ひ
が
し

町ち
ょ
う

6
番
地
の
東
川
小
学
校
旧
校

舎（
現
猿
江
1
丁
目
2
）に
、
水
害
発
生
の
前

年
で
あ
る
明
治
42
年
3
月
に
開
園
し
ま
し
た
。

①
〜
③
・
⑤
の
左
手（
⑤
は
裏
焼
き
）、
④

の
中
央
に
目
を
転
じ
る
と
、
道
路
中
央
に
は

鳥
居
状
の
構
造
物
が
見
え
ま
す
。

撮
影
場
所
は
ど
こ
か
？

さ
て
、
こ
れ
ら
の
場
所
は
ど
こ
な
の
か
？

カ
ギ
は
④
左
手
の
材
木
留
め
に
張
り
付
け

て
あ
る
板
で
す
。
肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
分

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
画
像
を
補
正
す
る

と
「
本
所
／
柳
原
町
／
三
丁
目
／H

O
N
JO

／Y
A
N
A
GIW

A

□A

［　
　

］
／SA

N

□

H
O
M
E

」
と
い
う
文
字
が
浮
か
び
上
り
、

地
名
表
示
板
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
正
解
は
④
の
本
所
柳
原
町（
同
3
丁

目
は
現
墨
田
区
江
東
橋
5
丁
目
）で
し
た
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

①�絵葉書「明治四十三八月大洪水ノ實况　深川東
京紡績會社附近」

②�絵葉書「四十三年大洪水紀念八月十五日ノ實况
（陸軍ノ救助應援深川區内）」

③�絵葉書「（稀有の大洪水）明治四十三年八月
十二日　深川猿江町ニ於ケル軍隊ノ大活動」

④�絵葉書「（東京市内大洪水）本所柳原町大浸水
工兵作業之光景」

⑤�絵葉書「（明治四十三年八月十二日大洪水）本所
柳原町通り」

②のアップ
　（画像反転）

③のアップ③貼紙アップ
④表示板のアップ
　（画像階調補正）
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今
日
は
芭
蕉
と
江
戸
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

話
い
た
し
ま
す
。
私
は
青
森
県
野
辺
地
町
の

生
ま
れ
で
す
が
、
先
祖
は
南
部
藩
士
で
、
俳

諧
の
宗
匠
で
し
た
。
古
文
書
を
見
る
と
、
文

久
4
年
（
元
治
元
年
、
1
8
6
4
）
の
13
回

忌
の
際
、
町
内
の
商
人
11
名
が
50
両
を
集
め

て
、
記
念
碑
を
建
て
よ
う
と
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
石
碑
の
発
注
先
が
京
都
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
北
前
船
が
野
辺
地
と
京
都
を
結
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
夏
に
行
わ
れ
る「
の

へ
じ
祇
園
祭
」
で
は
山
車
が
出
ま
す
が
、
お

囃
子
は
京
都
祇
園
祭
の
も
の
に
似
て
い
る
と

い
わ
れ
、
こ
れ
も
文
化
交
流
の
一
環
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

一
方
、
町
内
の
愛
宕
公
園
に
は
、
文
政
12

年
（
1
8
2
9
）
に
建
て
ら
れ
た
芭
蕉
句
碑

が
あ
り
ま
す
。
正
面
に
は
「
花
ざ
か
り
山
は

日
ご
ろ
の
朝
ぼ
ら
け
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
貞
享
5
年
（
1
6
8
8
）
に
芭

蕉
が
桜
の
名
所
吉
野
（
現
奈
良
県
吉
野
町
）

で
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
吉
野

の
句
が
芭
蕉
と
関
わ
り
の
な
い
と
こ
ろ
に
建

て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
碑
の
側
の
解
説

に
は
、
こ
の
碑
を
建
て
た
の
は
野
辺
地
の
俳

人
で
、
句
は
貞
享
5
年
に
桜
の
名
所
吉
野
山

で
芭
蕉
が
詠
ん
だ
も
の
、
碑
の
文
字
、
題
字

を
染
め
た
の
は
京
都
の
歌
人
賀か

茂も

季す
え

鷹た
か

と
あ

り
、
こ
こ
に
も
京
都
と
の
関
わ
り
が
見
え
て

き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
の
句
碑
は
、
芭
蕉

が
残
し
た
足
跡
で
あ
る
、
北
は
秋
田
県
象き

さ

潟か
た

か
ら
西
は
兵
庫
県
明
石
市
の
範
囲
に
留
ま
ら

ず
、
北
海
道
か
ら
九
州
鹿
児
島
ま
で
あ
り
ま

す
。
生
涯
句
は
9
8
2
句
で
す
が
、
句
碑

の
数
は
3
0
0
0
基
を
超
え
る
と
い
わ
れ
、

区
内
に
も
句
碑
・
塚
は
20
ヶ
所
近
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
最
も
多
い
の
が
古
池
の
句
碑

で
、
深
川
芭
蕉
庵
で
詠
ん
だ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
句
碑
が
あ
り
、
全
国
で

1
0
0
基
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
芭

蕉
の
年
忌
供
養
を
契
機
と
す
る
顕
彰
事
業
の

結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
寛
保
3
年
（
1
7
4
3
）、
50
回
忌

の
時
、
各
地
で
関
連
事
業
が
行
わ
れ
、
芭
蕉

塚
、
翁
塚
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
、宝
暦
13
年
（
1
7
6
3
）、

70
回
忌
の
時
、
同
11
年
以
降
に
全
国
に
建
立

さ
れ
た
芭
蕉
塚
が
『
諸し

ょ

国こ
く

翁お
き
な

塚づ
か

記の
き

』
と
い

う
本
に
1
0
0
基
ほ
ど
収
録
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
天
明
3
年
（
1
7
8
3
）、
90
回
忌

に
は
芭
蕉
塚
が
各
地
に
建
立
さ
れ
、
寛
政
5

年
（
1
7
9
3
）
1
0
0
回
忌
の
時
に
も
、

各
地
で
関
連
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、
神じ

ん

祇ぎ

伯は
く

白
川
家
か
ら
桃と

う

青せ
い

霊れ
い

神し
ん

と
い

う
神
号
が
授
け
ら
れ
、
芭
蕉
を
神
の
扱
い
と

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、文
化
3
年（
1
8
0
6
）

に
は
、
朝
廷
か
ら
飛ひ

音お
ん

明み
ょ
う

神じ
ん

の
神
号
、
天
保

14
年
（
1
8
4
3
）
の
1
5
0
回
忌
に
は
、

二
条
家
か
ら
花
の
本
大
明
神
の
神
号
が
授
け

ら
れ
、
句
碑
の
建
立
と
と
も
に
、
芭
蕉
の
神

格
化
も
進
み
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
芭
蕉
句
碑
建
立
は
、
次
の
3
つ

に
分
類
で
き
ま
す
。
一
つ
は
ゆ
か
り
の
地
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
江
東
区
で
い
え
ば
芭

蕉
稲
荷
の
句
碑
。
二
つ
目
は
ゆ
か
り
の
関
係

で
は
な
く
、
各
地
の
名
所
・
名
勝
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
先
に
述
べ
た
野
辺
地
の
句
碑

は
、
桜
の
名
所
と
吉
野
の
桜
の
関
連
か
ら
建

て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
亀
戸

の
龍
眼
寺
に
あ
る
句
碑
は
、
奥
の
細
道
の
旅

中
で
詠
ん
だ
も
の
で
、「
萩
寺
」
と
し
て
知

ら
れ
、
文
人
墨
客
が
集
ま
る
場
所
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
建
立
者
が
選
ん
だ

も
の
で
、
古
池
の
句
が
1
0
0
基
も
あ
る

の
は
そ
の
た
め
で
す
。

芭
蕉
の
誕
生
日
は
不
明
で
す
が
、
元
禄

7
年
（
1
6
9
4
）
に
51
歳
で
没
し
た
こ
と

か
ら
、
生
ま
れ
は
寛
永
21
年
（
正
保
元
年
、

1
6
4
4
）
に
な
り
ま
す
。
武
家
奉
公
に
つ

い
て
は
19
歳
の
寛
文
2
年
（
1
6
6
2
）
と

考
え
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
私
は
そ
れ
よ

り
少
し
早
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
兄
も
芭
蕉

も
武
家
奉
公
に
出
る
こ
と
は
、
家
族
の
生
活

の
一
助
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
父
が
没
し

た
明
暦
2
年
（
1
6
5
6
）
に
13
歳
で
出
仕

し
、
寛
文
6
年
（
1
6
6
6
）
に
23
歳
で
年

季
が
明
け
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

寛
文
12
年
（
1
6
7
2
）
春
に
は
江
戸
に
下

向
し
ま
す
。

江
戸
の
住
居
に
つ
い
て
は
、
延
宝
8
年

（
1
6
8
0
）
7
月
の
下し

も

里ざ
と

知ち

足そ
く

筆
「
四
ツ

替
り
」
百

ひ
ゃ
く

韻い
ん

草そ
う

稿こ
う

に
付
記
す
る
俳
諧
師
住
所

録
中
に
、「
小
田
原
町
太
郎
兵
衛
店
松
尾
桃と

う

青せ
い

」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
森
川
昭

氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
日
本

橋
小
田
原
町
名
主
の
小
沢
太
郎
兵
衛
の
貸
家

に
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
氏
は
、
延
宝

3
〜
5
年
の
い
ず
れ
か
に
小
田
原
町
の
貸
家

に
移
り
、
延
宝
8
年
冬
に
深
川
に
移
っ
た
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
今
栄
蔵
氏
は

小
田
原
町
に
移
っ
た
時
期
を
延
宝
5
年
頃
と

し
ま
し
た
。
実
は
、
深
川
以
前
に
住
ん
で
い

た
場
所
は
明
確
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
説

芭
蕉
と
江
戸

令
和
２
年
度
文
化
財
講
演
会

江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
　
横
濵
文
孝
先
生
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が
あ
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
芭
蕉
は
深
川
に
移
居
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。
延
宝
7
年
（
1
6
7
9
）
に

詠
ん
だ
「
発
句
也
松
尾
桃
青
宿
の
春
」
と
い

う
句
が
あ
り
ま
す
。
正
月
の
発
句
で
、
こ
の

時
期
は
芭
蕉
が
江
戸
で
力
強
く
俳
諧
活
動
を

し
て
い
る
頃
で
す
が
、
翌
延
宝
8
年
に
は
隅

田
川
の
対
岸
の
深
川
に
移
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
時
期
に
移
居
し
た
の
は
、
芭
蕉
最

大
の
謎
と
い
わ
れ
、
①
「
談
林
俳
諧
の
否
定
」

説
、
②
「
宗
匠
生
活
の
否
定
」
説
、
③
「
経

済
的
破
綻
」
説
、
④
「
純
粋
に
文
芸
的
な

も
の
を
指
向
す
る
」
説
、
⑤
「『
芭
蕉
の
妾
』

で
あ
っ
た
寿
貞
が
甥
の
桃
印
と
駆
け
落
ち
し

た
た
め
」
と
い
う
説
、
⑥
「
被
災
」
説
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

⑥
は
私
が
唱
え
た
説
で
、
火
災
に
よ
っ
て
江

戸
市
中
か
ら
深
川
に
移
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

幕
府
が
町
人
の
人
口
調
査
を
し
た
の
は
、

享
保
9
年
（
1
7
2
4
）
で
、
だ
い
た
い
男

性
が
30
万
人
、
女
性
が
16
万
5
千
人
で
し
た
。

武
士
の
人
口
も
ほ
ぼ
そ
れ
に
匹
敵
す
る
た

め
、
江
戸
は
1
0
0
万
人
が
居
住
す
る
世

界
最
大
の
都
市
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

武
家
地
・
町
人
地
・
寺
社
地
の
面
積
比
率
は

6
：
2
：
2
で
、
町
人
は
50
万
人
も
い
る
の

に
土
地
は
2
割
し
か
な
く
、
多
く
の
人
は
9

尺
2
間
の
長
屋
住
い
で
し
た
。

「
九
尺
店
長
芋
ら
し
い
梁
ば
か
り
」
と
い

う
川
柳
が
あ
り
ま
す
。
長
芋
の
よ
う
に
細
長

く
、
や
せ
こ
け
た
、
そ
れ
が
江
戸
の
棟
割
り

長
屋
の
梁
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
な
る
安
普

請
の
喩た

と

え
で
、
壊
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
江
戸
は
、
日
常
的
に
火
災
が
多

か
っ
た
た
め
、
当
時
は
延
焼
を
防
ぐ
た
め
の

破
壊
消
防
で
し
た
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
延
宝
4
年

（
1
6
7
6
）
12
月
に
起
こ
っ
た
神
田
須
田

町
の
火
事
は
、
芭
蕉
が
住
ん
で
い
た
で
あ
ろ

う
小
田
原
町
の
2
丁
目
を
焼
い
て
い
ま
す
の

で
、
同
町
1
丁
目
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
芭
蕉
自
身
が
被
災
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
翌
延
宝
5
年
の
こ
ろ
か
ら
神

田
上
水
関
係
の
仕
事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
前
年
の
年
末
に
起
こ
っ
た
火
事
で

被
災
し
た
た
め
、
経
済
的
な
問
題
か
ら
「
や

む
を
え
ず
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
概
に
経
済
的
破
綻
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
火
事
被
災
と
い
う
こ
と
が
大
前

提
に
あ
る
わ
け
で
す
。
す
な
わ
ち
、
延
宝
4

年
の
火
災
は
、
芭
蕉
1
回
目
の
被
災
で
、
そ

の
結
果
、
し
ば
ら
く
日
本
橋
や
関
口
芭
蕉
庵

で
避
難
生
活
を
送
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

芭
蕉
が
深
川
に
移
住
し
た
の
は
、
延
宝
8

年
（
1
6
8
0
）
10
月
冬
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
時
の
火
災
は
同
年
10
月
21
日
で
、

当
時
で
い
え
ば
冬
に
な
り
ま
す
。「
柴
の
戸

に
茶
を
木
の
葉
掻
く
あ
ら
し
哉
」
と
い
う
句

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
句
に
対
し
、
今
栄
蔵
氏

は
何
月
に
こ
の
句
が
詠
ま
れ
た
か
を
研
究
さ

れ
、
結
論
と
し
て
「
木
の
葉
掻
く
」
の
部
分

か
ら
、
だ
い
た
い
10
月
頃
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
10
月
21
日
の
火
災
が

要
因
で
、
深
川
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
と
も

符
合
し
ま
す
。
杉さ

ん

風ぷ
う

は
い
わ
ゆ
る
「
生
簀
の

番
小
屋
」
の
よ
う
な
貧
相
な
建
物
を
一
時
的

に
芭
蕉
に
提
供
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、

す
ぐ
に
日
本
橋
に
戻
る
と
の
前
提
が
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
芭

蕉
は
、
深
川
に
定
住
し
ま
し
た
。

「
窓
ニ
ハ
含
ム
西
嶺
千
秋
ノ
雪　

門
ニ
ハ
泊

ス
東
海
万
里
ノ
船
」と
い
う
句
文
が
あ
り
ま
す
。

要
は
、
芭
蕉
庵
か
ら
望
む
市
中
は
、
富
士
が
臨

み
、
目
前
に
は
活
気
あ
る
船
が
行
き
交
っ
て
い

る
と
。
貧
相
な
芭
蕉
庵
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ

け
で
な
く
、
活
気
が
あ
り
、
絶
景
の
地
に
移
っ

た
こ
と
で
、
私
的
世
界
に
変
化
が
あ
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

延
宝
5
年
（
1
6
7
7
）
の
『
江
戸
雀
』

と
い
う
地
誌
が
あ
り
ま
す
。
芭
蕉
が
深
川
に

移
っ
た
の
は
延
宝
8
年
で
す
の
で
、
そ
の
3

年
前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
す
。
の
ち
に
芭

蕉
が
住
む
の
は
隅
田
川
と
合
流
す
る
小
名
木

川
の
北
角
辺
り
で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
見
た

「
三み

つ

俣ま
た

」
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
三

俣
か
ら
見
る
情
景
は
江
戸
の
人
々
に
と
っ
て

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
偶

然
に
も
、
そ
の
近
く
に
芭
蕉
が
住
む
こ
と
で
、

江
戸
の
人
た
ち
が
知
っ
て
い
る
三
俣
か
ら
の

景
色
、
そ
し
て
芭
蕉
庵
に
近
い
、
例
え
ば
葛

飾
北
斎
や
歌
川
広
重
の
描
い
た
萬
年
橋
か
ら

の
江
戸
市
中
の
風
景
な
ど
を
通
し
て
、
自
身

の
作
品
が
少
し
ず
つ
変
化
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
の
説
は
、
日
本
橋
か
ら
隅
田
川
を

渡
る
と
談
林
調
か
ら
蕉
風
に
移
る
と
い
う
、

綺
麗
に
芭
蕉
の
俳
句
の
流
れ
を
区
切
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
作
風
は
そ
う
簡
単
に
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
談
林
調
か
ら

漢
詩
文
調
に
な
り
、
段
階
的
に
蕉
風
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

芭
蕉
自
身
が
日
本
橋
で
江
戸
市
中
を
闊

歩
し
た
時
期
、
そ
れ
を
捨
て
て
ま
で
深
川
に

移
っ
た
背
景
に
は
、
江
戸
庶
民
が
常
に
恐
怖

に
駆
ら
れ
る
火
災
が
一
つ
の
要
因
と
し
て
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
芭
蕉

自
身
の
作
風
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

深
川
は
芭
蕉
の
聖
地
で
あ
り
、
芭
蕉
や
門

人
が
支
え
、
現
在
も
芭
蕉
稲
荷
を
町
の
人
々

が
祀
っ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
の
号
も
深
川
に
き

て
の
ち
、
天
和
2
年
（
1
6
8
2
）
に
名
乗

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

芭
蕉
が
最
終
的
に
深
川
に
居
を
留
め
た
の

は
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
火
災
に

翻
弄
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
き
た
証
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

令
和
2
年
11
月
11
日

於
：
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室



こ
こ
に
も
抱
屋
敷
が

こ
こ
に
も
抱
屋
敷
が

か
か
え

し
き

や

城
東
の
村
を
歩
く
ミ
ニ

城
東
の
村
を
歩
く
ミ
ニ

8

こ
こ
で
は
、
2
頁
で
取
り
上
げ
た
3
ヶ
村

の
う
ち
、
太
郎
兵
衛
新
田
の
北
に
隣
接
し
た

又
兵
衛
新
田
（
本
誌
2
7
8
号
）
を
取
り

上
げ
、
村
内
に
あ
っ
た
抱
屋
敷
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

抱
屋
敷
と
は
、
幕
府
か
ら
拝
領
し
た
上か

み

・

中な
か

・
下し

も

の
各
屋
敷
と
は
異
な
り
、
村
の
土
地

（
年
貢
地
）
を
藩
や
旗
本
自み

ず
から

が
購
入
し
屋

敷
と
し
た
も
の
で
、
区
内
に
も
多
く
存
在
し

ま
し
た
（
本
誌
2
9
0
〜
9
2

号
）。
本

区
の
場
合
、
水
運
が
発
達
し
、
南
は
海
に
面

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
物
資
の
運
搬
や
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
土
地
柄
な
ど
を
考
慮
し
た
の
か
、

多
く
は
川
の
両
岸
や
海
沿
い
な
ど
に
設
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
抱
屋
敷
が
、
又
兵
衛

新
田
に
小
規
模
な
が
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。

図
を
見
る
と
、
そ
の
抱
屋
敷
は
、
比
較
的

中
川
に
近
い
場
所
に
あ
り
、「
萩
原
源
左
衛

門
抱
屋
敷
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
萩
原
源

左
衛
門
は
家か

禄ろ
く

5
0
0
石
の
旗
本
で
、
天
保

4
年
（
1
8
3
3
）
の
『
武ぶ

鑑か
ん

』
に
よ
れ
ば
、

西
の
丸
の
先さ

き

手て

弓ゆ
み

頭が
し
らを

勤
め
て
い
ま
し
た
。

将
軍
の
本
丸
に
対
し
て
、
将
軍
を
引
退
し
た

大
御
所
、
ま
た
は
将
軍
継け

い

嗣し

は
西
の
丸
に
居

住
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
11
代
将
軍
家い

け

斉な
り

が
隠
居
後
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』
の
又
兵
衛
新
田
の

項
に
は
、「
萩
原
主も

ん

水ど

抱
屋
敷
」
は
広
さ
1
反

9
畝
余
で
、
文
政
5
年
（
1
8
2
2
）
に
抱

地
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
1
畝
が
30
坪
、

10
畝
で
1
反
で
す
の
で
、
5
7
0
坪
余
に
な

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
同
新
田
の
南
に
位
置

し
た
砂
村
新
田
の
海
沿
い
に
あ
っ
た
松
平
越

前
守
抱
屋
敷
（
越
前
福
井
藩
）
は
3
7
0
0

坪
余
、
松
平
大
膳
太
夫
抱
屋
敷
（
長
州
萩
藩
）

は
2
0
5
0
0
坪
余
で
し
た

の
で
、
抱
え
屋
敷
の
規
模
と
し

て
は
小
さ
い
と
い
え
ま
す
。

中
川
に
近
い
と
は
い
え
村
の

真
ん
中
で
、
近
く
に
屋
敷
も
な

い
こ
の
場
所
に
、
萩
原
氏
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
抱
屋
敷
を
手

に
入
れ
た
の
か
、
興
味
は
尽
き

ま
せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

昨
年
度
は
3
名
（
区
内
1
、
区
外
2
）
の

方
か
ら
江
東
区
に
関
す
る
資
料
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
都
電
停
留
場
表
示
板
・

陶と
う

枕ち
ん

・
算そ

ろ

盤ば
ん

の
各
1
点
、
東
陽
尋
常
小
学
校

の
卒
業
ア
ル
バ
ム
1
点
と
同
学
校
の
関
連
写

真
2
点
、
深
川
区
内
民
家
上じ

ょ
う

棟と
う

式
写
真
2
点

で
す
（
詳
細
は
表
の
と
お
り
）。
こ
の
う
ち
、

特
筆
す
べ
き
は
東
陽
尋
常
小
学
校
の
校
門
前

で
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真
で
す
。
門
右
手
の

塀
に
は
「
九
月
一
日
／
東
陽
小
学
校
内
避
難

者
」、
そ
の
下
に
は
避
難
者
名
が
書
か
れ
て

お
り
、
大
正
12
年
9
月
1
日
発
生
の
関
東
大

震
災
に
よ
る
避
難
の
様
子
が
窺う

か
が

え
る
貴
重
な

資
料
と
言
え
ま
す
。

令
和
２
年
度 

寄
贈
資
料
紹
介

番号 枝番号 資料名 点数 内容

1 ー
都電停留場表示板
（「江東区役所前」）

1
「江東区役所前」停留場は、昭和47年11月12日に廃止
した都電23系統（福神橋～月島）。現在の清澄通りの
「深川江戸資料館入口」交差点付近に位置していた。

2
1 陶枕 1

染付磁器製枕。上面中央に15か所、側面4か所に穴が
開いていることから、戦前製造された「空冷式陶枕」
と考えられる。

2 算盤 1 木製、五つ珠。背面に「東京一文」の陰刻あり。

3

1
「東陽尋常小学校
卒業記念」

1
大正13年度（同14年3月発行）の卒業記念写真アルバ
ム。職員や3学級の集合写真の他、校門や校舎の近景
写真など掲載。

2 古写真 4
内訳は東陽尋常小学校関連2点（校門前と成田山新勝
寺遠足時の集合写真）、深川区内民家上棟式2点(同一
写真、サイズ違い）。

3ｰ1

3ｰ2　東陽尋常小学校
集合写真（校門前）

2ｰ1

2ｰ2
1

天保11年（1840）「深川十万坪より中川海手迄」（部分）
国立国会図書館デジタルコレクション

お
詫
び
と
訂
正

前
号（
2
9
3
号
）1
頁
上
段
横
書
に

あ
る
登
録
文
化
財
の
総
数
1
0
6
1
件

は
1
0
6
0
件
に
、2
頁
2
段
9
行
目
の

「（
約
18
・
1
m
）」は「（
約
69
・
6
m
）」

に
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
、お
詫
び
申
し
上
げ
、訂
正
い
た

し
ま
す
。

中
川

又兵衛新田

小名木川

萩原源左衛門
抱屋敷


